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(1月15日 出初式放水訓練から)

町民のうごき

世帯数� 1，987戸人口 男� 3，834 女� 4，031 計� 7，865(昭和62年12月31日現在)

出生男�  2女� 5計� 7・死t 男� 5女� 4計� g・ 転 入 男 �  4女� 3計� 7・転出 男19女 計30(昭和62年12月中)


広報かつうら� 2月号=212・昭和63年� 2月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854) 2 -2511附
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MUS04
テキストボックス
大丈夫
あなたの火の用心
春の全国火災予防運動
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テキストボックス
町民のうごき



第212号 Jコ つ� ら 昭和� 63年� 2月� 1日 (2)込ヌう

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰

O o

地
域
防
災
の
中
核
消
防
団


団
)
、
維
平
重
信
(
第
一
分
団
)
、
高

(
敬
称
略
) 

橋
修
史
(
第
二
分
団
)

日
本
消
防
協
会
表
彰

精
績
章

細
谷
正
一
(
第
一
分

昭
和
六
十
三
年
勝
浦
町
消
防
団

功
績
章

関
東
清
男
(
本
団
) 

団
)
、
桂
木
茂
(
第
三
分
団
)
、
長
田

出
初
式
が
一
月
十
五
日
勝
浦
中
学

徳
島
県
知
事
表
彰

喜
旗
(
第
六
分
団
)
、
西
尾
利
夫
(
第

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
永
年

泉
原
徹

(
第
二
分
団
) 

八
分
団
) 

消
防
活
動
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

O
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

功
績
章

高
橋
嗣
男
(
第
二
分

上
回
善
一
(
第
四
分
団
)
、
武
田

治
雄
(
第
一
分
団
)
、
美
馬
靖
幸
(
第

さ
れ
た
方
は
次
の
方
々
で
す
。

二
分
団
)
、
中
村
悟
(
第
三
分
団
)
、

廃
松
毅
(
第
五
分
団
)
、
前
野
芳
夫

(
第
六
分
団
)
、
谷
内
克
行
(
第
六

分
団 
)、
山
本
達
夫
(
第
七
分
団
)
、

海
川
幸
一
(
第
八
分
団
)
、
仁
木
正

(
第
九
分
団
)

O
勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

大
島
信
明
(
本
部
機
動
隊
)
、上

O O崎
伸
一
郎
(
第
一
分
団
)
、
与
川
勝

己
(
第
二
分
団
)
、
浜
守
(
第
三
分

団
)
、
定
作
彰
一
(
第
四
分
団
)
、

寒
山
雅
之
(
第
五
分
団
)
、
三
崎
厚

克
(
第
六
分
団
)
、
樋
本
勝
信
(
第

七
分
団
)
、
中
西
茂
人
(
第
八
分
団
)
、

宮
本
博
(
第
九
分
団
)
、中
田
福
持

(
第
九
分
団
)


勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状
授
与


椎
平
重
信

・
加
藤
隆
弘
(
以
上


第
一
分
団
)
、
泉
原
徹
(
第
二
分
団
)
、

桂
木
茂
・
坂
口
孝
夫
(
以
上
第
三

郷
土
の
防
災
は
自
ら
の
手
で

。

火
災
、
地
震
、
風
水
害
な
ど
の
災

害
時
に
、
地
域
住
民
の
中
核
と
な

っ
て
活
躍
す
る
消
防
団
を
ご
存
じ

で
す
か
。
地
域
の
防
災
に
欠
か
せ

な
い
消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

業
を
持
つ
住
民
有
志
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
誇

り
高
い
集
団
に
あ
な
た
も
加
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
:
・
。

斗
つ
団
員
の
減
少

消
防
団
は
、
江
戸
時
代
め
「
町


火
消
し
」
に
端
を
発
す
る
と
い
わ


れ
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
で


頼
も
し
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。


日
ご
ろ
か
ら
の
規
律
の
と
れ
た

-
E

分
団
)
、
東
公
則

・
西
川
守
(
以
上

第
四
分
団
)
、腐
松
毅
・
市
原
義
昭
・

鵜
淳
良
安
(
以
上
第
五
分
団
)
、
前

野
芳
夫

・
安
富
太
蔵
(
以
上
第
六

分
団
)
、
白
草
敏
治
(
第
七
分
団
)
、

西
尾
利
夫

・
山
本
清
治

・
宮
島
信

一
(
以
上
第
八
分
団
)
、
大
岡
茂
富
・

櫨
山
伸
一
(
以
上
第
九
分
団
)

訓
練
や
、
地
域
と
密
着
し
た
活
動

で
、
昭
和
五
十
九
年
の
長
野
県
西

部
地
震
や
、
六
十
一
年
の
伊
豆
大

島
噴
火
災
害
な
ど
大
規
模
火
害
時

に
は
避
難
の
誘
導
や
災
害
防
御
活

動
に
目
さ
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
十
年
代
の

ピ 

ク
時
に
は
二
百
万
人
余
を
数

え
た
消
防
団
員
ば
、
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
六
十
二
年
に
は
百
二

万
人
弱
に
半
減
し
て
い
ま
す
。
地

域
を
守
る
の
は
わ
た
し
た
ち
自
身

と
い
う
こ
と
を
思
い
起
こ
し
、
あ

な
た
の
若
い
カ
を
消
防
団
活
動
に

役
立
て
ま
し
ょ
、
っ
。

l

MUS04
テキストボックス
出版式行われる

MUS04
テキストボックス
若い力を活動に役立てよう



第212号つ らこ〉Jカ込

A
、
ハ
ウ
ス
病
と
は

(3) 

B
、
ハ
ウ
ス
病
の
原
因

昭和63年 2月 1日 

ー¥ 

: 結 ~j(l 
!設Iji 

l園!

空中残存率推移の比較
。 10 O:~ 

散布直後  
二コ 100 

E・100 

24.5% 
30介後

12.3% 

13.4% 

頭痛、頭が重い

めまい、立ちくらみ

O
農
薬
散
布
に
よ
る
中
毒

O
過
労
と
栄
養
不
足

く。
(乱。

2時間後 

口 房窓全開  
6時間後 . 天窓両側蔑開放

12時間後 九
0.5% 

(Aj眠薬散布後)日本農村医学研究所調

、、

O
O
と
す
る
と
、

高
温
多
湿
に
よ
る
熱
中
症

の
方

へ


O

-liI!EJ&盟理E藍. -圏直彊宜彊軍彊}

ハウス内の特殊条件

-日中の温度 35'C以上 -朝夕の湿度 80%以上

・農薬残留 :2時間以上

散
布
直
後
を
一 

'1合:1:" 
':Z玄

農
家

ハ
ウ
ス
内
は
日
中
の
温
度
が
高

く
朝
夕
は
湿
度
が
高
い
た
め
、
熱

空
中
残
存
率
の
推
移
は
こ
の
表
の

通
り
で
す
。

。
無
理
な
姿
勢
で
長
時
間
労
働

ハ
ウ
ス
内
作
業
は
、
中
腰
の
前

か
が
み
作
業
が
多
く
、
腰
痛
、
胃

腸
障
害
を
お
こ
す
人
が
い
ま
す
。 

ハ
ウ
ス
病
に

ご
用
心
川

施
設
園
芸
農
家
の
大
半
を
占
め

る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
は
、
野

菜
、
花
等
の
周
年
化
に
対
応
て
き

収
益
性
も
高
い
の
で
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

勝
浦
町
に
お
い
て
も
、
み
か
ん

す
だ
ち
、
い
ち
ご
、
き
ゅ
う
り
、

大
根
、
夏
野
菜
、
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー

ム
等
、
様
々
な
作
物
の
ハ
ウ
ス
栽

C

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
(
果
樹

農
家
九
十
戸
、
十
三 

、
野
菜
農

家
六
十
五
戸
、
九
十
四
じ
、
花
升

農
家
十
五
戸
、
二
十
五
仁
)

ハ
ウ
ス
栽
培
が
盛
ん
に
な
る
に

つ
れ
、
ハ
ウ
ス
内
で
の
栽
培
従
事

者
に
頭
痛
、
め
ま
い
、
体
が
だ
る

い
、
腰
痛
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
い

等
の
不
定
な
症
状
を
訴
え
る
人
が

ふ
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
状

は
、
「
ハ
ウ
ス
病
」
ま
た
は
、
「
ハ
ウ

ス
病
症
候
群
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

の
う
っ

積
や
末
梢
循
環
不
全
を
お

こ
し
熱
中
上
症
の
症
状
が
で
た
り
、

ハ
ウ
ス
内
外
の
温
度
差
か
激
し
い

た
め
風
邪
も
ひ
き
易
く
な
り
ま
す
。

ハ
ウ
ス
内
で
散
布
さ
れ
た
農
薬

収
穫
、
出
荷
の
時
聞
が
長
く
、

は
な
か
な
か
拡
散
せ
ず
、
特
に
閉

め
き
っ
た
場
合
は
長
時
間
ハ
ウ
ス

内
に
残
留
し
て
い
ま
す
。
散
布
中

の
み
な
ら
ず
そ
の
他
の
作
業
中
に

も
少
し
ず
つ
吸
入
し
中
毒
を
お
こ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

一
日
の
労
働
時
間
も
長
い
の
で
家

族
が
仕
事
に
追
わ
れ
食
生
活
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
、
過
労
と
栄
葦
小

足
で
疲
労
症
状
や
貧
血
が
み
ら
れ

ま
す
。

地
設
園
芸
農
家
の
皆
さ
ん
、
思

い
あ
た
る
節
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
農
家
の

方
が
健
康
で
元
気
で

な
け
れ
ば
産
地
づ
く

り
は
進
み
ま
せ
ん。

も
う
一
度
、
自
分
や

家
族
の
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ

ノ、「

体がだるい、疲れる

カゼをひき付い

出向する、考えがまとまらない

目が疲れる，充血する

肩がこる、腰が痛い

胃腸のぐあいが悪い

暢 ザ
 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ハウス病の成り立ち
ハウス病の症状



)(4昭和63年� 2月� 1日フ らザコ

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
六

十
二
年
中 

(
一
月

一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
)
に
所
得
の
あ

っ
た
人
で
、
所
得
税
の
か
か
ら
な

か
っ
た
人
。 

給
与
所
得
者
で
昨
年
中
に
給
与

以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人
、
ま
た

年
末
調
整
で
配
偶
者
特
別
控
除
を

受
け
た
人
で
配
偶
者
の
収
入
金
額

O O Oが
変
わ
っ

た
人
。 

O
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

昭
和
六
十
三
年
度
住
民
税 

(県

昭
和
六
十
三
年
一
月

一
日
現
在

町
民
税
)
の
申
告
受
け
付
け
を
次

に
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
。 

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず

給
与
所
得
の
み
で
雇
主
か
ら
給

期
間
内
に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ

た

申
告
を

O

第212号 カミ� 

し
な
け
れ
ば
怠
ら
な
い
人 

人
で
そ
の
記
載
内
容
に
変
更
の
な

い
人 

(配
偶
者
特
別
控
除
額
の
変

更
の
な
い
人 
) 

青
色
事
業
主
で
決
算
書
を
提
出

さ
れ
た
人

申
告
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証

拠
書
類
、
生
命
保
険
料
の
払
込
証

明
書
、
火
災
保
険
料
の
払
込
証
明

書
、
年
金
の
受
給
額
証
明
書

(
源

泉
徴
収
票
)
、
医
療
費
領
収
書
、
健

康
保
険
支
払
い
領
収
書
、
そ
の
他

申
告
に
必
要
な
書
類
。

ぬ
@

管
島
税
務
署
か
ら
所
得
皇
口 
(納

税
相
談
)
に
つ
い
て
呼
び
出
し
を

受
け
た
方
は
、
指
定
さ
れ
た
期
目
、

昭和63年度住民税申告相談日程表
月日(11程日) 該当地区� |時間 場 所� 

2月15日(月) 沼江，石原 石原センター� 

16日(火) 山西，掛谷 午 生 比 奈農協�  

18日(柑 生名 前 町役 場� 2 1;皆� 

19日掛 久国�  9 " 
22日(月) 棚 野 時� " 
23日附 今山 カ= 今山センター� 

25日休) 黒岩 句 勝� j甫 会館�  

26日掛 中 角 午 勝浦町婦人の家� 

29日開) 星谷 後 星谷集会所�  

3月 1日(刈 中� ill 4 中山 公 会 堂 �  

3日(村 横綱 11寺 勝浦 町農 協� 

4日幽 与川内 ま 与川内事業所� 

7日(}-j) 坂 本 で 坂本事業所�  

8日(刈 坂 本 坂本集会所�  

10日(村 全� JI汀� i町役 場� 2 r;皆� 

11日幽� " " 
14日(月)� " " 

徳島税務署から呼び出しを受けてい る方は，� 

18日 ・19日に町役場で申告して下 さい。

時
刻
、
場
所
を
確
認
の
?
え
必
ず

申
告
し
て
下
さ
い
。

の
場
合
諸
控
除
が
認
め
ら
れ
ず
、

済
ま
せ
て
下
き
い
。 

所
得
税
の

な
お
、
期
限
内
に
申
告
さ
れ
な

い
と
き
に
は
、
税
務
署
や
町
に
お

い
て
所
得
を
決
定
し
ま
す
が
、
こ

ま
た
不
申
告
加
算
税
や
延
滞
金
も

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧

三
月

一
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま

で
の
問
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

縦
覧
し
て
い
ま
す
。

課
税
内
容
に
誤
り
が
な
い
か

確
認
す
る
期
間
で
す
。
特
に
資
産

歩長
一川
買
さ
れ
た
方
、
地
目
変
更

・

家
屋
を
新
増
築

・
改
築

・
取
得
等

を
さ
れ
た
方
は
、

一
度
確
か
め
て

下
さ
い
。

-
縦
覧
場
所

勝
浦
町
役
場
税
務
保
険
課

・
縦
覧
時
間

平

日

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

土
曜
日

午
前
中

な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
限
内
に

/

還
付
申
告
も

行
い
ま
し
ょ
う

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
は、

「年
末
調
援」

に
よ
っ
て
そ
の
年

の
納
税
が
完
了
し
ま
す
が
、
途
中

退
職
、
二
か
所
以
上
の
事
業
所
か

ら
、
給
与
等
を
受
け
て
い
る
人
、

雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
の
適
用

多
長
け
よ
う
と
す
る
人
、
ま
た
今

年
初
め
て
住
宅
取
得 

(特
別
)
控

除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
入
、

配
偶
者
特
別
控
除
の
収
入
額
の
変

更
が
あ
っ
た
人
な
ど
、
確
定
申
告

キ
ネ
ヲ
れ
ば
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の
範
囲
内
で
還
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

MUS04
テキストボックス
税の申告を忘れずに
住民税の申告
期間2月16日～3月15日
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第212号つ ら

災害で気付いた

税の役割

勝浦中学校  3年

村上 美香

ま
せ
ん
で
し
た
。
行
く
先
、
行
く

先
私
は
、
大
変
な
も
の
を
見
て
き

ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
堤
防
め

き
れ
た
川
、
こ
わ
れ
、
流
さ
れ
る

家
、
土
砂
く
ず
れ
、
な
ど
た
く
さ

ん
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
帰
り
は
、

お
ど
ろ
く
ば
か
り
で
し
た
。

け
れ
ど
も
、
こ
ん
な
景
色
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ

る
所
で
は
、
も
う
、
復
旧
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど

の
機
械
で 
:

家
に
帰
り
つ
く
ま
で
、
私
の
脳

裏
か
ら
あ
の
台
風
の
残
し
て
い
っ

た
跡
は
、
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

家
で
落
ち
着
い
た
こ
ろ
、
テ
レ
ビ

い
る
の
で
し
た
。
私
は
、
初
め
て

を
つ
け
て
み
ま
し
た
。
や
は
り
、

見
る
の
で
、
す
ご
い
と
し
か
思
い

昭
和
六
十
一
年
八
月
、
私
は
、

旅
行
先
の
宮
城
県
で
、
台
風
の
す

ご
さ
を
知
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

の
旅
行
な
の
に
外
は
豪
雨
で
し
た
。

テ
レ
ビ
を
つ
け
て
み
て
も
、
台
風

の
あ
れ
く
る
う
操
子
ば
か
り
、
土

砂
く
ず
れ
、
床
下
浸
水
、
日
ま
し

に
す
ご
く
な
る
ば
か
り
で
し
た
。

台
風
も
だ
い
ぶ
ん
弱
ま
っ
て
き

た
の
で
、
私
は
帰
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
台
風
が
去

っ
た

と
い
え
ど
も
、
私
の
目
に
う
つ
る

景
色
と
い
え
ば
、
想
像
を
は
る
か

に
う
わ
ま
わ
る
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
水
に
つ
か

っ
た
道
路
、
田
畑

は
水
の
下
に
う
も
れ
て
あ
た
り

一

面
大
き
な
湖
の
よ
う
に
広
が

っ
て

台
風
の
被
害
で
、
も
ち
き
り
で
す
。

'88ニッシンカップ
県綱引き選手権大会

「四国大会出場までもうひと引き」

ベスト 8まで駒を進めた勝浦みかん娘チーム

私
は
、
も
し
、
あ
の
よ
う
な
台
風

の
被
害
が
、
身
近
に
お
こ

っ
た

ら
・1
:。
と
思
い
ま
し
た
。

あ
の
流
れ
て
い
た
家
の
人
た
ち
、

あ
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
人
々
、

田
畑
の
持
ち
主
は
、
あ
の
後
ど
う

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も
つ
一
年
が

た
つ
が
、
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
と
私
は
考
え
ま
し

た

「そ
う
だ
、
税
金
な
ん
だ

あ
の
時
み
た
復
旧
年
来
は
、
私

た
ち
国
民
が
納
め
る
税
金
で
ま
か

U

な
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

税
金
に
は
、
い
ろ
ん
な
意
味
が

あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。
台
風

だ
け
で
な
く
、
他
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
で
使
わ
れ
て
い
る
税
金
も
し
、

税
金
が
な
け
れ
ば
い

っ
た
い
だ
れ

去
る
十
二
月
十
三
日
、
松
茂
町

総
合
体
育
館
で
聞
か
れ
た
県
綱
引

大
会
に
、
本
町
の
大
会
で
優
勝
し

た
「
ザ

・
ヒ

ツ
パ
ロ
ー
ズ 

(代
表

高
田
雅
隆
き
ん
」
と
「
勝
浦
み
か

ん
娘 

(代
表
花
岡
エ
イ
子
さ
ん 
)」

ム
が
町
体
育
協

l

の
男
女
各
一
チ

会
の
後
援
に
よ
り
代
表
チ
ー
ム
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

男
子
「
ザ

・
ヒ
ツパ

ロ
ー
ズ
」

は
リ
ー
グ
戦
で
強
豪
の

「大
塚
製

薬
う
ず
し
お
ク
ラ
ブ 

」
と
対
戦

B

し
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、

女
子
の

「勝
浦
み
か
ん
娘
」
は
奮

が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
っ
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
私
は
、
何
の

た
め
の
国
民
の
義
務
、
納
税
と
な

っ
て
い
る
の
か
を
よ
く
知
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
い
つ
か
、
私
も
納
税
の
意

味
を
し
っ
か
り
と
わ
か
り
、
税
金

を
納
め
る
国
民
の
一
人
と
な
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

闘
し
、
み
ご
と 

ゾ 

ン
第
一
位

C

l

と
な
り
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
は
も
う
一
歩
及
ば
ず
四
国

大
会
へ
の
出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
中学生の税に関する作文
優秀作品
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l
コ 

ス
、
距
離
と
も
に
同
じ
だ
っ

軍冨墨書'-¥;よ孟E

総
合
タ
イ
ム
を
大
幅
じ
短
縮
グ


チ
ー
ム
努
力
賞
を
授
賞目白ー

ャ
ョに十九.

な
お
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が

今
大
会
に
際
し
て
こ
尽
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
後
援
会
の
方
々
を
は
じ

め
関
係
者
の
皆
様
、
ま
た
決
勝
点

に
足
を
運
び
ご
声
援
く
だ
さ
い
ま

し
た
町
議
会
議
員
他
沿
道
各
所
で

新
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
第
三
十

四
国
管
島
駅
伝
は
、
一
月
四
日
初

日
か
ら
雨
天
の
中
を
各
区
間
で
熱

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆

様
に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
大
会
に
お
い
て
次
の
選
手
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

戦
を
展
開
し
数
々
の
名
場
面
を
残

し
て
三
日
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

総
合
成
績
は
残
念
な
が
ら
第
十

一
位
と
後
退
し
た
も
の
の
、
女
子

の
区
間
で
は
、
柳
田
賀
代
選
手
が

区
間
第
二
位
に
喰
い
込
む
な
ど
大

健
闘
が
各
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

十
年
選
手
芸
彰

小

坂

毅

他
に
郡
表
彰
と
し
て
、
高
田
宏

た
前
々
回
の
第
三
十
二
回
大
会
よ

り
も
総
合
タ
イ
ム
を
二
十
二
分
二

十
八
秒
と
大
幅
に
縮
め
る
に
至
り

会

4F1レ
れ
~。

今
回
は
林
郁
陸
協
後
援
会
長
を

始
め
後
援
会
の
役
員
の
方
々
が
初

日
か
ら
牟
岐
町
ま
で
応
援
に
訪
れ

最
終
日
前
夜
に
は
後
援
会
本
部
役

員
と
と
も
に
桜
木
町
長
も
池
田
町

ま
で
駆
け
つ
け
て
選
手
団
を
激
励

さ
れ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
中
は
陸
協
役
員
又

父
兄
の
方
々
が
協
力
し
て
、

選
手
全
員
が
持
て
る
カ
を
全

て
出
し
切
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
レ
ー
ス
終
了
後
徳

島
新
聞
本
社
で
行
わ
れ
た

閉
会
式
で
は
、
そ
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
躍
伸
し
た
記
録
に

l

よ
り
チ 

ム
努
力
賞
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

次
回
第
三
十
五
回
記
念
大
会

は
睦
硝
コ
ー
ス
が
入
り
ま
す
の

で
選
手
団
の
ま
す
ま
す
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
〉
回
心
い
ま
す
。

幸
以
下
十
六
名
に
敢
闘
常
新
田

弘
明
以
下
八
名
に
新
人
参
加
賞

選
手
全
員
に
参
加
賞
が
後
援
会
よ

り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
ベ
ス
ト

4
進
出

女
子
チ 

ム
も
大
健
闘

l

・

男

子

一
回
戦

特11

・
女
子

一
回
戦

l
m

横
瀬
お 

和
田
島

l
m

撫
養
臼

南
井
上
出
|
幻
横
瀬

ト
¥

昨
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
行

わ
れ
た
徳
島
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
、
横
瀬
小
学
校
チ

ー
ム
が
参
加
。
男
子
チ
l
ム
は
、

八
万
小
学
校
を
接
戦
の
末
敗
り
、

念
願
の
ベ
ス
ト
四
へ
進
出
。

ま
た
、
女
子
チ
ー
ム
も
、
ク
ラ
ブ

創
立
わ
ず
か
六
か
月
な
が
ら
大
健

闘
す
る
な
ど
、
六
十
八
国
体
に
む

け
て
+
畠
主
選
手
が
育
っ
て
い
ま
す
。

横
瀬
泊
四
八

二
回
戦

準
キ
決
勝

横
瀬
初
!
日
八
万

準
決
勝

横

瀬 

今
春
植
林
を
計
画
さ
れ
て
い
る

方
、
補
植
に
必
要
な
方
等
、
苗
木

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。

三
月
初
め
に
配
付
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
早
急
に
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
植
林
地
が
台
帳
、
現
況

と
も
に
山
林
で
あ
れ
ば
造
林
補
助

金
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
組
合

へ
ご
相
談
下
さ
い
。

勝
浦
町
森
林
組
合

-、、� 

¥) 

勝浦土地改良区からお知らせ

昭和62年度畑総農道賦課金

(負担金)の徴収について 

1、賦課金通知書発送 昭和63年� 2月� 1日

2、納付期限 昭和63年� 3月 5日まで� 

3、納付方法

勝浦土地改良区事務局まで持参するか，勝

浦町農協・生比奈農協・阿波銀行勝浦支屈の勝

浦土地改良区預金口座に振り込んで下さい。� 

4、注意

納付期限を過ぎて納付すれば，督促手数料

と年14.6%の延滞金を徴収します。なお，滞

納者を出した地区関係者全員に，連帯責任と

して滞納過怠金を徴収します。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
徳島駅伝
総合タイムを大幅に短縮
チーム努力賞を授賞

MUS04
テキストボックス
ミニバスケット
県下ベスト4進出
女子チームも大健闘

MUS04
テキストボックス
山行苗木注文受付中
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芸
能
大
会

開
催
の
ご
案
内

勝
浦
町
文
化
協
会
、
勝
浦
町
教

育
委
員
会
が
主
催
す
る
勝
浦
町
芸

能
大
会
が
つ
き
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

町
民
み
ん
な
が
芸
能
文
化
に
親

し
み
、
多
数
の
方
が
ご
観
覧
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日
時

二
月
二
十
日
出

午
後
六
時
か
ら

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
ホ
ー
ル

※
な
お
、
こ
観
覧
の
方
は
座
布

団
を
ご
持
参
下
さ
い
。

節
分
の
日
に
豆
ま
き
を
し
、
豆

を
食
べ
る
と
い
う
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
本
人
に
欠
乏
し

が
ち
な
た
ん
白
質
を
、
大
豆
に
よ

り
補
給
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
土
日
は
今
の
よ
う
に
、

手
軽
に
た
ん
白
質
が
と
れ
な
か
っ

た
か
ら
で
し
ょ
、
つ
。

こ
の
よ
う
に
年
中
行
事
は
、
一

つ
の
生
活
の
知
恵
か
ら
生
ま
れ
た

節 分

と

豆まき

土木等工事の
ご指名歳争入� ;キし

参加資格審査 ふ� J 

“ 申請書を受付

勝浦町が発注すてる昭和63存度建

築，土木等害事の指名競争FJkj勺
加資格審査申請警告受け付けます� _0

受付期間陪� 3月1日-31日ー

受付場所� q建設課

ζたつを出るときは、

スイッチを切りましょう

もめん綿のふとんは，軽いアクリル系のふと

んより保j昆力がすぐれています。アクリル系の

う
の
が
あ
リ
、
こ
の
サ
ポ
ニ
ン
い
か
健

康
維
持
に
役
立
つ
と
い
う
わ
け
で
す
。 

②
大
豆
は
、
高
血
圧
の
予
防
と
治

療
に
効
果
が
あ
る

大
豆
が
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む

と
い	

っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う 

か
ら
で
す
。
と
く
に
、
納
豆
や
、

植
物
性
た
ん
白
質

い
り
豆
が
効
果
的
/
-

③
大
豆
は
、
腸
の
運
動
を
活
発
に

す
る

大
豆
は
、
食
物
繊
維
が
多
い
か

ら
で
す
。

良
い
も
の
は
、
今
も
昔
も
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
良
い
か
ら
と

い
っ
て
一
度
に
食
べ
す
ぎ
て
お
腹

を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
・ 

Q

o

肉
や
乳
製
品
が
多
く
食
べ
ら
れ
、

大
豆
を
使
っ
た
豆
腐
等
の
利
用
が

ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。

で
も
、
大
豆
や
大
豆
製
品
は
、

こ
ん
な
に
す
ぐ
れ
た
食
品
で
す
。

①
大
豆
は
、
心
臓
病
を
予
防
す
る

現
在
の
日
本
の
食
生
活
で
は
、

H

の 
ア
ク
。
の
成
分
に
サ
ポ
ニ
ン
と
い

H

戸、、

仕
事
の
内
容訪

問
看
護
及
び
保
健
指

導
ほ
か

期

間

二
か
月
間

お
申
し
込
み
と
お
問
い
合
わ
せ

は
役
場
環
境
衛
生
課
へ
。直一



職

臨
時
職
員
募
集

こたつぶとんでも毛布を併用すると消費電力量

が約20パーセントも少なくなります。

・たとえば，� 500ワットのこたつを� 1日8時間使用する

場合に20パーセント使用電力量が減少すると� lか月

に約12キロワン卜時少な(なります。

ひと冬で約48キロワット時，石油にして約13リント� 

lレ(牛乳ピン65本分)相当の省エネルキ となります。

種

看
護
婦
、
准
看
護
婦
、

保
健
婦

部。

。轡



大
一
旦
や
者
…
る
時
に
で
る 

ア
ク
午
}

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
建築土木等工事の指名競争入札
参加資格審査申請書を受け付け
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nU
Mす

。
実
際
に
は
子
供
の
け
ん
か
は

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

友
達
と
自
分
の
要
求
が
一
致
し

な
い
、
主
張
が
く
い
逢
う
、
利
害

が
対
立
し
た
、
こ
の
よ
う
な
と
き

相
互
が
譲
ら
ず
、
一
方
が
相
手
を

攻
撃
し
、
他
方
が
こ
れ
に
反
撃
し

た
と
き
け
ん
か
に
な
り
ま
す
。

~ 

第212号

願
い
事
神
に
拍
せ
ば
初
明
り

霜
解
け
て
何
時
か
温
日
に
抱
か
れ

お

り

坂

本

谷

富

士

元
旦
の
晴
れ
が
占
う
昇
り
龍

配
達
の
人
小
走
り
に
凍
て
る
朝

匝
刊 

横

瀬

田

中

久

子

廃
家
の
熟
柿
啄
ば
む
知
ら
ぬ
鳥

洛
葉
踏
み
名
水
探
す
ヰ
寸
の
道

横

瀬

錦

内

常

一

蜘
妹
の
糸
光
り
て
流
る
小
春
か
な

行
商
を
断
る
今
朝
の
霜
深
し

立
川
竹
田
あ
ゆ
み

起
き
て
来
る
順
に
雑
煮
の
数
多
聞
く

南
天
の
実
を
こ
ぼ
し
つ
つ
啄
め
る

棚

野

谷

新

太

郎

裸
木
に
裸
の
水
が
ひ
び
き
ゆ
く

生

名

丸

山

香

月

聖
書
手
に
子
守
り
女
や
凍
て
し
道

初
日
の
出
我
実
年
の
市
吹
新
ら
た

中

角

滝

口

良

一


一
と
年
の
無
事
を
喜
び
納
め
句
座


夕
日
と
は
別
の
明
る
さ
銀
杏
黄
葉


掛

谷

斎

藤

重

子


蜜
柑
採
る
畑
か
け
廻
る
捨
て
子
犬


畑
仕
事
少
し
残
れ
る
日
の
短
か


掛
谷
野
上
す
み
れ

豊
作
の
蜜
柑
に
あ
え
ぐ
年
の
暮

案
、
菊
の
わ
ず
か
な
日
射
受
け
て
咲

掛

谷

駒

津

光

洋

老
僧
に
銀
杏
落
葉
の
婦
さ
切
れ
ず

そ
こ
や
こ
こ
水
堰
い
て
あ
り
冬
の

火

口

沼

江

山

丸

千

絵

飛
行
雲
ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
冬
茜

-
沼
江
梅
山
み
ず
ほ

研
ぎ
減
ら
す
鎌
一
丁
の
初
仕
事

指
先
に
息
吹
き
か
け
て
初
便
り

沼

江

大

岡

初

音

ゲ
レ
ン
デ
は
花
咲
く
如
き
ス
・
キ 

贈
ら
れ
る
情
け
が
温
し
チ
ャ
ン
チ

ャ
ン

コ

償

瀬

稼

勢

銀

星

出
民
都
は
包
月
五
日
ま
で
巳
三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
=
一
語
閣
僚
努
広
夫
ま
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
短
歓
そ
の
次
は
川
仰
と
交
代
巳
の

せ
ま
写
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
て
さ
い
。

l 

夫婦で子育て


仲
間
や
兄
弟
と
深
く
接
触
す
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
表
面
的
に
は

東
京
都
立
大
学
教
授
・
心
理
学

コ.... 
骨屯

摩

武

俊

新しい家族

け
ん
か
を
し

て
は
い
け
な
い

と
い
う
親
も
い

れ
ば
、
け
ん
か

く
ら
い
で
き
る

よ
う
な
子
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と

い
う
親
も
い
ま

を
し
て
い
る
子
供
は
一
生
脈
仙
命
で

す
。
怒
り
が
は
げ
し
く
燃
え
て
い

る
様
子
が
見
て
い
て
も
分
か
り
ま

す
。

一
方
に
翁 

気
が
な
く
て
逃
げ

ま
わ
っ
て
い
た
り
、
力
の
擾
劣
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合
は
、
い

じ
め

・
い
じ
め
ら
れ
関
係
と
い
い
、

t
7

け
ん
か
と
は
い
い
ま
せ
ん
。
学
校


で
い
じ
め
が
多
発
し
て
、
対
等
な


者
の
は
げ
し
い
争
い
、
つ
ま
り
け


ん
か
が
減
少
し
て
い
る
の
が
現
実


で
す
。


な
ぜ
け
ん
か
が
少
な
く
な
っ
た

の
て
し
よ
う
か
。
理
由
は
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
。
物
が
豊
か
に
な

っ

た
の
で
、
取
り
合
い
の
機
会
か
少

な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

お
だ
や
か
で
協
調
性
に
富
ん
だ
子

供
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

弱
い
立
場
に
あ
る
子
供
を
い
じ
め

て
、
う
さ
ば
ら
し
多
ャ
す
る
子
供
も

い
る
の
で
す
。

け
ん
か
か
ら
得
る
も
の
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
意
志
や

す
る
方
法
、
ト
ラ
ブ
ル
の
あ
と
の

処
置
な
ど
を
、
け
ん
か
の
経
験
か

ら
子
供
は
習
得
し
て
い
き
ま
す
。

自
分
が
正
し
い
と
思
つ
こ
と
を

断
固
と
し
て
主
張
し
、
そ
の
た
め

に
争
つ
こ
と
も
辞
き
な
い
態
度
は
、

男
子
に
も
女
子
に
も
必
要
で
す
。

け
ん
か
に
は
自
然
の
ル
ー
ル
が
あ

り
ま
す
。
素
手
で
や
る
、
急
所
を

打
た
な
い
、
弱
い
も
の
を
い
じ
め

な
い
、
相
手
が
謝
っ
た
ら
深
追
い

し
な
い
、
な
ど
で
す
。
子
供
の
け

ん
か
は
当
事
与
告
に
危
険
の
な
い
限

り
、
お
と
な
は
見
守
っ
て
い
る
ほ

う
が
い
川
の
で
す
。

子
供
の
け
ん
か


腕

力
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ
は

口
げ
ん
か
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
徴
は
真
剣
に
争
っ
て
い
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
自
分
が
勝
っ
か
負

け
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
け
ん
か

考
え
を
ど
う
主
張
す
れ
ば
い
い
か
、

相
手
と
自
分
の
妥
協
点
を
ど
こ
に

見
い
だ
し
た
ら
よ
い
か
、

け
ん
か
を
し
た
相
手
と

ど
う
す
れ
ば
仲
直
り
が

で
き
る
か
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
実
際
の
経
験

を
通
し
て
覚
、
え
て
い
く

も
の
で
す
。
人
生
に
ト

ラ
ブ
ル
は
っ
き
も
の
で

す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避

思いやりの心を

育てましょう� 
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大

2
一渓

字栗山輔

大
字
棚
野

宇山陰

(9) つ ら� 

-、

第212号

西
浦
光
雄
さ
ん

(
坂
本
)

匿

名

(
沼
江
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
か
た
か
ら
善
意
銀
行
に

戸
籍
の
窓

(留置都路)

ロ
月
叩
日 
l
ペ
1

月
日
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

九小

松

仏

市

岡

田

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
空
手
'
白
ヰ
嘩
一
作
野
熊
太
郎
(
叩
歳
)

大
字
泊
江
字
叶
原
野
神
中
川
孝
(
叩
歳
)

大
字
泊
江
宇
野
神
宮
本
ミ
ツ
ル
(
前
歳
)

大
字
沼
江
字
一
楽
北
山
ハ

ル
ヱ
(
別
歳
)

大
字
三
混
宇
都
市
域
栗
城
清
一
(
即
歳
)

主
口
音
品

あ
り 
"か
と
う

“こ
ざ
い
ま
し
た

刊
は
月
刊
同
日 
i 
Al
月
日
日

大
字
収
背
中
字
久
保
西
浦
喜
二
叩
歳 
)

喜一
松
崎
繁
太
郎
(
乃
歳
)

Z

医大赤
西� i畢

場 時
所 間

二
月
十
七
日 
(水
)

午
後
七
時
三
十
分 
1
午

後
九
時
三
十
分

住
尽
福
祉
セ
ン

タ

図

書
室

短
歌
山
午
級

一二
月

士

百

(
土
)

題

「
鶏
」
(
に
わ
と
り
・と
り 
)

出
一
詠
締
切
日

二
月
二
十
日
(土)

治
さ
ん
(
今
山
)

勝
幸
さ
ん

(
西
岡
)

名

(

中

山

)

大
守
渇
江

大
守
沼
江
字
山
路
山
畑
仙
太
郎
(
別
歳
) 

-v



幸

実

千

三

淡

字

立

体

尾
崎

お
誕
生
お
め
で
と
う

談相

川

〉

』

後

記
幽
~

、4ご

午日

時

A
H
5
α

例

月

前

定 
2

今

月
時

9
阿
日

犬の被害が増えています
一飼い犬は必ずつないでくださいー

不用犬買い取り日� 
2月� 3日同� 

普
立
が
寄
せ
ら
れ
ま 

た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

習
字
堂
級

L

二

月

四

日
(木
)

勝 
J

{t
y

大
手
皇
笹

田

中 

轟
戸合
一 

長
女

J

タ

上

回

善

一 

二
女

さ

っ

き

」

志
二
男

孝
代
」

一
一
月
二
十
五
日
(木
)

午
後
七
時
1
午
後
九
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

場時
所問

北

内

恵 

墨
絵
蛍
級

夜間救急当番表

J

明

代

」

達

ふ
拠


2月17日同

成犬� 300円
小犬� 100円

二
月
七
日
(
日 
)

17 15 11 9 8 5 4 3 1 
日日日日 日日日日日
休.)(月)休:)(刈 開)樹(木)附(月)� 

他府教
室

手
芸
教
室

踊
り
教
室

生
花
教
室

習
字
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

二
月
定
例
会

着
付
教
室

踊
り
教
室

膝
教
室

手
芸
教
室

子宏

H

仕 保 ft 

&送協


勝
浦
会
館
二
月
行
事

日
日
附
踊
り
教
室

幻
日
間
生
花
教
室

幻
日
間
習
字
教
室

お

日

附

着
付
教
室

白
日
附
手
芸
教
室

泊
日
開
勝
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。(
手
芸

・
篠
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
間
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

G諺


内容 人権・行政・厚生・福祉

場所 住民福祉センター� 2階

(平日でも受付しておりますので)
お気軽にお問い合わせください

2月� 2日 勝浦 病 院� 

〔電話番号〕� 

勝浦病院�  

2 -2 5 5 5 

山西医院�  

2 -302 7 

湯浅医院�  

2 -2 003 

赤岩医院�  

2 -2 006 

上勝診療所�  

6 -0 3 0 2 

4日 山 西 医 院

6日 勝 浦 病 院

8日 湯 浅 医 院� 

10日 勝 湾 病 院

12日 赤岩 医 院� 

⑪日 勝浦 病 院

16日 上勝診療所�  

18日 勝浦 病 院� 

20日 山 西 医 院

22日 勝浦 病 院� 

24日 湯浅 医 院

26日 勝浦 病 院� 

⑮日 赤� ιモDヨ 医 院

平日 午後6時~翌朝午前9時
休日 午後ア時一翌朝午前� 9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



--

第212号 カミ Jコ つ ら 昭和63年 2月 1日 0) (1

と

き

炉
』
ニ
広
ソ

該
当
者

炉

』

さ 
t

と
こ
ろ

鼓
当
児

診
査
内
容

料
金
は
、
無
料
で
す
。 

O

婦
人
が
ん
検
診

早
期
が
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚

症
状
か
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
だ
と

思
っ
て
も
、
い
か
ん
年
齢
(三
十
歳
)

に
な
っ
た
ら
定
期
検
診
を
受
け
ま

。

ー
し
ト
歩
、
「 
J

料場 日

金所 時

甲乳子住後午二
状 宮民二後月
腺腺が福時零七
~ん社 時日
二|セ三(日)
百四ン十
五百タ分
十円
同午

た
だ
し
、
満
七
十
歳
以
上
の
方
、

生
活
保
護
家
庭
、
及
び
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
。

====霊--云===--一一
霊
-
-
云
2
霊
一
2
2
室
-
-
三
一
=
-
霊
霊
霊
童
妻
喜
童
歪
霊
芸
童
歪
霊
童

量 
=

霊主
主
霊

--

歪歪至霊==
-

霊

-

童
童
霊
芸

=

品

=呈一喜==三芸芸霊可=這這至至重-==霊薯歪--君君霊霊書一zz冨冨歪--==蓮歪量一
 

童
重
重
童
E
童
-==喜--==霊霊一==EE-F=EEEEEE-==一==--孟一=z霊霊↑童童重

至
宝
量
E
E 

O O o

O

み
ん
な
の
健
康

健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

内
科

一
般
診
査

保
健
指
導

心
理
指
導

乳
児
健
康
診
査

。
歯
科
診
査 

月 日 時 間 士発 所 内 H合~ 

2月10日休)午前10時-]]時30分 坂本集会所 

o尿 検 査  

0血圧調IJ定 

その他健康に

関する相談 

(栄養ほか) 

2月17日休)午後 l時30分-3時 今山公会堂  

2月18日(対 午前10時-]]時30分 棚野集会所  

2月22日(月)午前10時-]]時30分 久国公会堂

2月25日同 午前10時-]]時30分 勝浦会館  

2月26日幽 午前1 0時~ ]]時30分 星谷集会所

※
母
子
手
帳
、
質
問
票
を
ご
持
参

下
さ
い
。

二
月
十
二
日
幽

午
後
一
時
三
十
分
1
二

時
三
十
分

勝
浦
病
院

昭
和
六
十
二
年
十
月
一

日
1
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子

※
母
子
手
帳
を
こ
持
参
下
き
い

一
歳
六
か
月
児
健
康
診
査

こ
の
時
期
は
、
身
体

・
精
神
共

に
発
達
か
著
し
く
、
自
立
心
も
芽

ば
え
る
た
め
、
し
つ
け
や
栄
養
の

正
し
い
指
導
と
、
異
常
の
早
期
発

見
早
期
治
療
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

該
当
児
は
、
必
ず
受
診
し
て
下

支」い
。

二
月
十
九
日
幽

i

午
後
一
時
三
十
分 

二

と

き 賞百
と
ニ
ろ

該
当
児 

三三・陀亥
f-重 J1
更を

主主，フ一
品リ
主主主フ'

巷重石皮

二
月
二
十
四
日
附

午
後
一
時
三
十
分
1
二

時
三
十
分

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
歳 
j
四
歳
未
満
の
子

第
一
期
は
一
か
月
ご
と

に
三
因
。
第
二
期
は
三

回
終
了
後
十
二
か
月
か

ら
十
八
か
月
後
に
一
回

接
種

日 事呈 表

=
量
一
=
量
苦
董
霊
喜
塁
言
圭
童
童
童

一-==-至一ヨ一圃霊圃霊霊亘-

1

り
か
、
健
康
診
査
を
定
期
的
に
受
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

川

七
、
、
ゆ
と
り
す
ぎ
の
人
は
、

標
準
川

:

一

、

過

労

や

精

神

的

ス

ト

レ

ス

を

体

重

に

合

わ

せ

て

減

食

し

ま

し

川

健 

h
l小〆 

が
、
な
お
一
層
、
町
民
一
人
ひ
と
五
、
急
激
な
寒
さ
に
合
わ
な
い
よ
一

の
三

ρ
1JU

ト ¥
J

診
し
自
己
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
六
、
適
度
な
運
動
は
、

肥
満
防
止
、

一

ヨ
・4
4
刊ぺ
 

ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
ち
ま
す
。
川 

康 

仁
一
回

作

土
ト
血

L
f
p

※
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
下

b

支」い
。

巡
回
健
康
相
談

フ 

し
ょ
う
。

。
血
圧
が
高
い
人
の
日
常
生
活

成

人

病

予

防

週

間

き
け
ま
し
ょ
う
。

ょ
う
。 

…

二
生
活
は
規
則
正
し
く
、
ま
た
八
、
食
事
は
、
規
則
正
し
く
、

パ
…

っ
さ
り
食
べ
る
こ
と
ラ
ン
ス
よ
く
量
は
控
、
え
め
に
。

T
'
3
A川
工

川

4
f
L
n
l山口「 

川

川

f
v
u

d

(
二

月

一
日 

健
康
と
思
っ
て

い

る

人

の

中

か

夕

食

に

ど

j
七

日

)

ら
尿
検
査
や
血
圧
測
定
で
異
常
が
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。
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%

時勝
浦
病
院

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
保
持
の
成
人
病
に
よ
る
死
亡
は
全
体
三
便
通
を
と
と
の
え
ま
し
ょ
う
。 

昭
和
六
十
一
年
六
月

一

病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
、
次
の
の
約
六 

を
し
め
、
そ
の
対
策
四
、
熱
い
風
呂
や
長
風
目
も
さ
け

一
頃 

日
1
八
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子

と
お
り
巡
回
健
康
相
談
を
実
施
し
州
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。
お
気
軽
に
お
こ
し
下
さ
い
。
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